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日 時：８月８日（木） 
     ９：３０～１３：００ 
先 生：周南市食生活改善推進員 
場 所：和田公民館 
参加料：１人 ５００円 
 
 
日 時：8 月６日(火)  9:30～11:30 
先 生：NPO 法人太陽光発電所 

ネットワーク  
場 所：和田公民館 
参加料：１組２００円 
 
 
日 時：８月２０日（火） 
     ９：３０～１１：３０ 
先 生：窪田和田小校長、前原宗美さん 
場 所：和田公民館 
参加料：１人３００円 
 
 
 
日 時：７月３０日（火） 
（午前の部） ９：３０～１２：００ 
（午後の部）１３：００～１６：００ 
先 生：竹風会 
場 所：周南市大字夏切（野村宅） 
受講料：１,０００円 
 

 
 
 
日 時 平成 25 年 8 月 2 日（金） 
場 所 和田公民館 ２階集会室 
講 話 『健康づくりをすすめましょう』 
講 師 周南市 保健師 
＊お米 1 合ご持参ください。 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

８月 13 日(火)の１７時３０分から和田中学校校庭で恒例の｢和田の

里納涼夏まつり｣を開催いたします。 

今､和田青年団が中心となってバザー、慰霊祭､子供ゲーム、花火

大会､盆踊り､福引きなどを準備しています。 

今年の夏祭りでは「真夏のＵＴＧ８１３｣という企画を行います。 

 ＵＴＧ(＝宴)813 は、歌・ダンス･漫才・手品･一発芸…、とにか

く何でもあり。自分の思い切ったパフォーマンスを順番に披露して

もらい、終了後会場の皆さんにどの人がよかったかを投票してもら

う(ＡＫＢ４８の総選挙のように)。そして１位の人だけ発表し表彰

する。もう一つは「 勝ち逃げは許さない！真夏の激走ふたたび、

…！」 昨年度優勝者松本健二朗君をディフェンディングチャンピ

オンとして彼に挑戦する。参加対象者は中学生以上男女で、女性の

場合はハンディを設ける。 

また、花火のスポンサー・福引きの賞品などのご提供

をお願いする事になりますが､ご協力いただきますようよろしくお

願い申しあげます。     和田の里納涼夏祭り実行委員会 

（昨年は体育館で開催） 

 

 

◎参議院議員選挙投票日  21日(日) 

◎徳山夏まつり           ２７日(土)  

◎森と湖に親しむ集い     ３１日（水） 

◎和田中高瀬峡清掃活動   １日(木) 

◎サンフェスタしんなんよう   ３日（土） 

◎福寿荘盆踊り大会      １０日(土) 

 

◎和田の里納涼夏まつり１３日(火) 

※あけぼの学級        ２日(金) 

☆書道教室         ３日、１０日 

☆ケーキ教室      ２２日 

☆生け花          ２７日、１０日 

☆コーラス            ２２日、１２日 

☆ＮＦＣ               ２５日 、８日 

☆ピンポン          ２０･２７日、３･１０日 

☆健康体操(ｸﾞﾘｰﾅﾘ)  ２２･２９日、 ５日 

☆和田空手スポ少   １８･２５日、１･８日 

☆フラワーサークル       ４日 

 

◎行事 ※学級 ☆グループ活動 の予定 （７月１６日 ～ ８月１５日） 

 

 

 

 

 

◎動 の予定（11月 16日 ～ 12月 15日） 

和田の里 納 涼 夏 ま つ り 

ひとりでできる料理教室 

ソーラーカーを作ろう 

おもてなしの心を学ぶ（茶道教室） 

 
 

和田公民館だより 

発行：周南市 和田公民館 

   TEL 0834－67－2069 

   FAX 0834－67－2019 

第３３８号 

 

☆ ～Ｗ－１グランプリ開催～☆ 

 

夏休み親子ふれあい教室 

講座･教室の案内 

陶芸に挑戦 
 
 

あけぼの学級（ご案内） 
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和
田
中
学
校
教
諭 

山
本
悟
先
生
選 

投
句
数
7

4
句) 

 

［
小
学
生
の
部
］ 

☆
優 

秀 

ほ
た
る
さ
ん
ぼ
く
の
て
の
な
か
ひ
か
っ
て
る 

一
年 

 

原
田 

維
月 

ぼ
く
む
ち
ゅ
う
虫
か
ご
も
っ
て
ほ
た
る
と
り 

二
年 

 

原  
 

響
輝 

ほ
た
る
さ
ん
は
し
を
ま
わ
っ
て
お
に
ご
っ
こ 

 

三
年 

 

松
ノ
木 

龍 

☆
優 

良 
 

ほ
た
る
さ
ん
か
わ
の
お
み
ず
は
お
い
し
い
の 

一
年 

熊
野 

結
菜 

ゆ
ら
ゆ
ら
と
た
の
し
く
あ
そ
ぶ
ほ
た
る
か
な 

 

二
年 

 

北
中 

希
美 

 

ほ
た
る
ま
つ
り
人
が
い
っ
ぱ
い
う
れ
し
い
な 

三
年 

月
川 

湧
太 

 

ほ
た
る
く
ん
カ
ッ
コ
い
い
で
す
モ
デ
ル
だ
ね 

三
年 

熊
野 

遥
斗 

 

ホ
タ
ル
見
て
ぼ
く
の
目
心
か
が
や
く
よ 

 
 

三
年 

宮
﨑 

史
成 

 

さ
み
し
い
な
な
つ
し
か
い
な
い
ほ
た
る
さ
ん 
四
年 

原 
 

穂
乃
花 

 

い
や
さ
れ
る
ほ
た
る
の
ひ
か
り
わ
だ
の
か
わ 

 

四
年 

渡
辺 

未
奈 

 

ほ
た
る
さ
ん
道
を
て
ら
し
て
下
さ
い
な 

 
 

五
年 
松
本 

侑
子 

 

ほ
の
ぼ
の
と
ひ
か
る
ほ
た
る
に
み
と
れ
て
る 

 

六
年 
渡
辺 

麻
友 

 

 

［
中
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生
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部
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ふ
わ
ふ
わ
り
優
し
く
光
る
ほ
た
る
か
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二
年 

兼
重 

 

光 

わ
が
そ
で
に
と
ま
り
し
蛍
は
小
さ
く
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三
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杉
本 

歌
穂 

◎
優 
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ほ
た
る
き
て
和
田
の
祭
り
の
始
ま
り
だ 

 
 

一
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宮
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美
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和
田
の
里
蛍
た
ち
の
帰
る
場
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二
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涼
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和
田
の
里
人
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誘
う
ほ
た
る
た
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二
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桧
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に
ぎ
や
か
だ
夏
を
思
わ
す
輝
き
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三
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有
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さ
ん
ぽ
道
蛍
の
街
灯
道
灯
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三
年 

高
菅 

比
呂 

 

幼
子
が
ホ
タ
ル
灯
見
つ
け
追
い
か
け
て 

 
 

三
年 

多
田 

千
尋 

 

散
歩
す
る
蛍
の
明
か
り
に
誘
わ
れ
て 

 
 
 

三
年 

橋
本 

菜
帆 

ほ
た
る
た
ち
希
望
の
光
を
と
も
し
て
る 

 
 

三
年 

原  
 

知
也 

夜
が
来
る
と
楽
し
く
踊
る
蛍
達 

 
 
 
 
 

三
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松
本 

健
二
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 ［
一
般
の
部
］ 

息
ひ
そ
め
我
が
子
と
歩
く
ほ
た
る
道 
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智
子 

来
て
欲
し
や
か
の
人
も
蛍
と
な
り
て 

 
 
 
 
 
 

広
野 

ツ
ヤ
子 

 
 

 

た
く
さ
ん
投
句
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

記
念
碑
に
つ
い
て 

 

こ
の
和
田
の
里
に
、
野
や
山
に
ま
た

道
端
の
片
隅
に
、
古
い
記
念
碑
が
建
っ

て
い
ま
す
。
一
体
何
の
記
念
碑
で
し
ょ

う
か
、
今
一
度
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
大
字
高
瀬
の
集
落
を
、ま
ず
大

原
か
ら
、 

 
 

 
 

        

①
小
松
田
三
千
子
女
史
の
頌
徳
碑 

 

高
瀬
茶
業
組
合
加
工
場
の
敷
地
内
に

あ
り
ま
す
。
碑
の
前
面
に
「
懿
績
」
と

深
く
彫
り
こ
ん
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
懿

績
」
と
は
、
女
性
の
み
の
功
労
者
に
与
え

ら
れ
る
稱
号
な
の
で
す
。
碑
の
裏
面
に

は
、
「
高
瀬
茶
業
振
興
者
、
小
松
田
三

千
子
女
史
、
昭
和
五
十
年
十
二
月
有
志

建
立
」
と
刻
ん
で
あ
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
高
瀬
茶
の
起
源
は
、
江
戸
時

代
で
毛
利
藩
の
命
に
よ
り
高
瀬
村
は
お

茶
を
栽
培
せ
よ
と
の
お
布
令
に
よ
っ
て
、

安
政
四
年
高
瀬
村
庄
屋
、
田
原
要
之

進
が
京
都
宇
治
で
茶
の
製
法
を
伝
授
し

て
帰
り
、
村
内
一
円
に
普
及
さ
せ
た
の

が
高
瀬
茶
の
起
こ
り
で
す
。
江
戸
時
代

か
ら
高
瀬
茶
は
好
評
で
し
た
が
戦
時
中

一
旦
停
滞
し
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。 

 

小
松
田
三
千
子
氏
は
南
陽
町
議
会

和
田
の
人
口 

世
帯
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世
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（
△
1
） 

総
人
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1

5

2

2
人
（
△
3
） 

  

議
員
と
し
て
町
政
に
尽
力
の
傍
ら
、
地

域
産
業
の
振
興
に
、
ま
た
高
瀬
茶
業
組

合
を
設
立
し
高
瀬
茶
の
拡
充
と
普
及

に
つ
と
め
今
日
の
特
産
高
瀬
茶
の
隆
盛

の
基
礎
を
築
か
れ
た
。
そ
の
功
績
を
讃

え
、
こ
の
碑
が
建
立
さ
れ
た
の
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

(

郷
土
史
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原
田
義
明) 

    

和
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
お
知
ら
せ 

 

今
年
８
月
13
日(

火)

の
和
田
の
里
納

涼
夏
ま
つ
り
で
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
を
行
い

ま
す
。 

 

ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
遊
休
品
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
提
供
し
て
い
た
だ

た
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

な
お
、
用
品
は
８
月
13
日
（
火
）
午
前

10
時
ま
で
小
学
校
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。 

(

問
合
せ
先
：電
話
67
‐２
１
０
１) 

 

和
田
中
学
校
か
ら
お
知
ら
せ 

８
月
18
日(

日)

の
午
前
８
時
か
ら

資
源
物
の
回
収
を
行
い
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

◎ 

回
収
品
目
は
、
新
聞
紙(

広
告
も 

可)

、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
書
籍
・
雑
誌
、
ビ
ー

ル
ビ
ン
、
ア
ル
ミ
・
ス
チ
ー
ル
缶
、
衣
類
で

す
。
紙
類
は
種
類
別
に
ひ
も
で
し
っ
か

り
結
ん
で
く
だ
さ
い
。 

（
注
）
今
年
度
、
一
升
瓶
は
回
収
し
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

※ 
詳
細
は
7
月
配
布
予
定
の
中
学

校
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。 

(

問
合
せ
先
：電
話
67
‐２
１
０
２) 
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馬
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A 

高
齢
者
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大
会
ペ
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ン
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の
部 

 

第
1
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米
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第
2
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米
光
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第
3
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第
4
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米
光
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*

交
流
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

第
1
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和
田
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第
2
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和
田
B 

子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル 

第
1
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ガ
チ
ン
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ボ
ン
バ
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第
2
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の
ど
ご
し
麦 

第
3
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レ
ジ
ェ
ン
ド 

ボ
ン
バ
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ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
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第
二
十
二
回
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
俳
句
会
入
選
作
品 

 

和
田
の
里
探
訪 

 

 
 

最
近
、
和
田
地
区
内
で
サ
ル
の
群
れ

に
よ
る
農
作
物
被
害
が
多
数
発
生
し
て

お
り
ま
す
。 

サ
ル
対
策
の
た
め
、
和
田
地
区
内
で

サ
ル
の
群
れ
を
目
撃
し
た
際
は
、
至
急

和
田
支
所
ま
で
情
報
提
供
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

サ
ル
の
出
没
に
つ
い
て 

 

和
田
地
区
春
季
親
睦
球
技
大
会 

（
参
加
者
1

7

7
名 

試
合
結
果
） 

（於 高瀬茶業組合加工場） 

 

【
編
集
後
記
】 

 

梅
雨
明
け
と
同
時
に
厳
し
い
暑
さ
で

す
。
熱
中
症
に
注
意
し
、
暑
さ
に
負
け
ず

に
、
夏
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。 


